
　

お
年
寄
り
に
一
番
優
し
い
乗
り
物
・
都
電･･･

都
内
に
唯
一

残
る
荒
川
線
は
、
昭
和
初
期
か
ら
巣
鴨
・
大
塚
・
池
袋
・
雑
司
ヶ

谷
の
人
々
の
生
活
の
足
と
し
て
、
愛
さ
れ
な
が
ら
走
り
続
け
て

い
ま
す
。

　

黄
色
い
ち
ん
ち
ん
電
車
か
ら
、
東
京
さ
く
ら
ト
ラ
ム
の
新
型

車
両
へ
…
時
代
と
車
型
は
変
わ
っ
て
も
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
楽
々
乗
れ
て
、運
転
手
さ
ん
と
の
触
れ
あ
い
も
あ
る
都
電
は
、

私
た
ち
の
町
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
宝
物
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

　　
人
生
を
豊
か
に
健
や
か
に

人
生
を
豊
か
に
健
や
か
に

　
　
　
い
き
い
き
と
共
に
生
き
よ
う

　
　
　
い
き
い
き
と
共
に
生
き
よ
う

表紙絵『都電の走る町としま』

表紙絵については 14ページ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。区
高
連
の
会
員
の
皆
さ
ん

は
お
元
気
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
１
月
に
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
発
生
し
、未
だ
収
束
を
見
な

い
状
況
で
す
。高
齢
者
に
と
り
ま
し
て

は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
や
も

知
れ
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

区
高
連
の
活
動
も
３
密
を
避
け
参
加

人
数
も
制
限
し
て
行
事
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。こ
の
点
で
は
会
員
の
皆
さ
ん

に
も
不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
た
だ

い
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

例
年
１
月
に
行
っ
て
い
ま
す「
新
春

の
つ
ど
い
」
も
今
年
は
見
合
わ
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん

に
新
年
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
は
こ
の
紙
面
が
最
初
に
な

り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

ま
ず
一
番
は
、
早
く
コ
ロ
ナ
を
抑

え
る
ワ
ク
チ
ン
を
皆
さ
ん
が
接
種
で

き
、
治
療
薬
が
完
備
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
て

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
サ
ロ
ン
を
し

た
り
、地
域
の
役
割
を
担
い
奉
仕
す
る

こ
と
が
高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば

す
最
大
の
力
で
す
。そ
の
機
会
を
今
年

は
ぜ
ひ
取
り
戻
し
た
い
と
望
ん
で
い

ま
す
。と
く
に
現
在
は
高
齢
者
に
対
し

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
て
欲
し
い

中
、
家
に
あ
っ
て
は
や
は
り
生
活
の
リ

ズ
ム
の
中
で
「
身
体
を
動
か
す
」
こ
と

を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
、筋
肉
の
衰
え
を

招
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、区
高
連
の
広
報
誌
も
発
行
回

数
１
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
先
人
の

皆
さ
ん
が
紡
い
で
こ
ら
れ
た
広
報
誌

連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
３
年
の
初
春
を
健
や
か
に

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
広
報
誌
、役
立
つ
広
報
誌
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、先
日
区
高
連
と
し
て
は
初
め

て
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
お
聞

き
す
る
現
状
調
査「
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
だ
集
計
結
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
結
果
を
参
考
に
令
和
３
年
以
降

の
区
高
連
の
活
動
を
計
画
す
る
際
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

例
え
ば
、コ
ロ
ナ
禍
中
で
の
見
守
り

の
方
法
な
ど
、現
在
は
電
話
で
の
安
否

確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
携
帯
電
話

で
L
I
N
E
を
使
っ
て
グ
ル
ー
プ
で

メ
ー
ル
を
や
り
取
り
し
て
会
話
を
で

き
る
よ
う
に
研
修
会
な
ど
行
っ
て
は

と
考
え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
を
気

に
せ
ず
活
動
が
で
き
る
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
、
ま
た
、
皆
さ
ん
に
と
り
ま

し
て
健
康
な
一
年
が
送
れ
ま
す
よ
う

に
、
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
中
の
新
年
ス
タ
ー
ト

フ
レ
イ
ル
に
注
意
し
て
　
皆
さ
ん
お
元
気
に
！

豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
外
山
　
克
己

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
組
み
を

豊
島
区
長　

高
野　
之
夫

会
長
あ
い
さ
つ

区
長
あ
い
さ
つ

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
誌
「
豊
島
区
高
連
広

報
」
に
つ
き
ま
し
て
、
記
念
す
べ
き

第
１
０
０
号
の
発
刊
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
11
月
1
日
、「
と
し
ま
文
化
の

豊 島 区 高 連 広 報 令和3年2月15日（2）第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



令
和
２
年
度　
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
表
彰
式

日
」
記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
記
念
式
典
で
は
、「
と
し
ま
文
化

の
日
」
の
制
定
に
あ
わ
せ
て
、「
と
し

ま
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
都
市
宣
言
」
を
区
民
の

皆
様
と
と
も
に
、
高
ら
か
に
宣
言
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
も
「
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
基
軸
と
し
な
が
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
と
し
て
全
国
の
モ
デ
ル
自

治
体
と
な
る
べ
く
力
強
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、多
く

の
方
々
が
自
宅
で
過
ご
す
日
々
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

　

今
年
度
は
つ
ぎ
の
皆
様
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

　

区
高
連
・
被
表
彰
者

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
（
会
設
立
順
）

　

末
広
会
（
会
長
名
）�

吉
田　

英
昭

　

高
松
交
友
会�

保
刈　

孝
彦

◆
育
成
功
労
者
表
彰

�

（
会
長
・
役
員
７
年
以
上
）

花
澤　

松
二　

池
袋
本
町
一
福
寿
会

高
妻
敬
三
郎　

巣
鴨
五
朝
日
ク
ラ
ブ

方
々
に
つ
い
て
は
、
外
出
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
が
減
少

す
る
こ
と
で
、
生
活
不
活
発
に
よ
る

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
の
進
行
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
う
え
で
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
高
齢

者
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

に
よ
り
、
心
身
の
活
力
の
維
持
や
体

力
低
下
の
防
止
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
フ
レ
イ

ル
対
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

稲
垣
八
重
子　

東
南
第
三
ク
ラ
ブ

鍋
倉
テ
イ
子　

寿
楽
会

◆
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
賞

�

（
年
間
10
名
以
上
増
員
）

折
戸
千
歳
会
（
会
長
名
）�

原　
　

武
則

巣
鴨
朋
友
会�

杉
山　

鈴
谷

大
親
シ
ル
バ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会

�

小
森　

孝
光

静
和
ク
ラ
ブ�

髙
橋　

朝
世

亀
齢
会�

飛
田　

和
江

池
袋
本
町
幸
楽
会�

森　
　

淑
夫

百
代
会�

此
島　

澄
子

愛
要
会�

沖
松　

良
子

長
三
長
寿
会�

横
山　
　

保

南
六
さ
く
ら
ク
ラ
ブ�

高
木　

治
男

◆
活
動
賞　
新
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
」

健
康
百
寿
会
（
会
長
名
）�

荻
野　

悦
子

※
今
年
度
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
お

よ
び
表
彰
式
」
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
中

止
と
な
り
、
送
達
で
の
表
彰
で
し

た
。
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常
任
理
事	

飛　

田　

和　

江

	

亀
齢
会
会
長

常
任
理
事	

山　

田　

忠　

義

	

千
歳
会
会
長

常
任
理
事	

保　

刈　

孝　

彦

	

高
松
交
友
会
会
長

常
任
理
事	

沖　

浦　

千
恵
子

	

南
長
崎
三
丁
目
北
部
福
寿
会
会
長

会
計
監
事	

※	

渡　

邊　
　
　

要

	

長
崎
二
丁
目
こ
と
ぶ
き
会
会
長

会
計
監
事	

※	

堀　

内　

鋒　

行

	

高
砂
長
寿
会
会
長

理　

事	
原　
　
　

武　

則

	
折
戸
千
歳
会
会
長

理　

事	
井　

澤　
　
　

清

	

折
戸
千
春
会
会
長

理　

事	

高　

妻　

敬
三
郎

	

巣
鴨
五
丁
目
朝
日
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

池　

上　

貞　

子
	

染
井
さ
く
ら
会
会
長

理　

事	

小　

林　

弘　

子

	

悠
々
会
会
長

理　

事	

田　

村　

洋　

子

	

と
げ
ぬ
き
鵬
栄
会
会
長

理　

事	

大　

沼　

映　

雄

	

駒
込
七
福
会
会
長

理　

事	

小　

森　

孝　

光

	

大
親
シ
ル
バ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会
長

理　

事	

小　

森　

政　

子

	

池
袋
百
齢
会
会
長

理　

事	

八　

木　

正　

己

	

平
松
寿
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

稲　

垣　

八
重
子

	

東
南
第
三
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

渥　

美　

享　

士

	

南
大
塚
白
寿
会
会
長

理　

事	

高　

橋　

み
よ
子

	

江
戸
橋
寿
会
会
長

理　

事	

鍋　

倉　

テ
イ
子

	

寿
楽
会
会
長

理　

事	

山　

田　

敏　

雄

	

ひ
ば
り
会
会
長

理　

事	

北　

澤　

義　

一

	

禄
寿
会
会
長

理　

事	

鈴　

木　

富
美
子

	

永
楽
会
会
長

理　

事	

茨　

城　

初　

枝

	

昭
寿
会
会
長

理　

事	

高　

松　

惣　

平

	

北
大
塚
和
楽
会
会
長

理　

事	

西　

村　

勝　

子

	

池
八
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

野　

口　

英　

人

	

宮
新
わ
か
ば
会
会
長

理　

事	

橋　

本　

輝　

雄

	

雑
二
と
き
わ
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

池　

辺　

史　

生

	

い
こ
い
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

小　

田　

光　

野

	

和
楽
会
会
長

理　

事	
坂　

居　

淳　

三

	
高
南
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	
副　

島　
　
　

健

	

雑
一
お
も
と
会
会
長

理　

事	

林　
　
　

美
津
江

	

日
出
こ
と
ぶ
き
会
会
長

会　

長	
外　

山　

克　

己

	
み
た
け
ク
ラ
ブ
会
長

副
会
長	
竹　

野　

康　

二

	

大
塚
延
寿
会
会
長

副
会
長	

別　

所　

弘　

一
	

千
早
い
こ
い
ク
ラ
ブ
会
長

副
会
長	

西　

村　

敏　

男
	

南
長
崎
四
丁
目
福
寿
会
会
長

	

（
※
は
常
任
理
事
兼
務
）

広
報
部
長	

※	

杉　

山　

鈴　

谷

	

巣
鴨
朋
友
会
会
長

体
育
部
長	

※	

井　

田　

謙　

三

	

池
袋
仲
む
つ
み
会
会
長

会　

計	

※	

神　

永　

正　

行

	

と
し
ま
っ
く
す
会
長

	

※	

石　

川　

和　

代

	

シ
ス
ナ
ブ
健
康
文
化
ク
ラ
ブ
会
長

常
任
理
事	

小　

松　

傳　

一

	

睦
福
寿
ク
ラ
ブ
会
長

常
任
理
事	

吉　

田　

英　

昭

	

末
広
会
会
長

常
任
理
事	

佐
々
木　

敬　

彦

	

大
塚
百
齢
会
会
長

常
任
理
事	

原　
　
　

清　

美

	

東
南
第
一
ク
ラ
ブ
会
長

常
任
理
事	

髙　

橋　

朝　

世

	

静
和
ク
ラ
ブ
会
長

常
任
理
事	

小　

泉　

良　

介

	

上
池
三
寿
会
会
長

常
任
理
事	

杉　

田　

博　

幸

	

友
和
会
会
長

（

）

総
務
、

文
化
保
健

担　
　

当

（
体
育
担
当
）

（

）

広
報
・
友
愛
・

奉
仕　

担
当

謹
賀
新
年
　
役
員
名
簿

謹
賀
新
年
　
役
員
名
簿

令
和
令
和
33
年
　
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

年
　
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
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理　

事	

加　

藤　

喜
太
郎

	

親
和
豊
寿
会
会
長

理　

事	

園　

城　

紀　

一

	

高
三
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

猪　

野　

美
佐
子

	

長
寿
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	
杉　

山　

久　

雄

	
西
池
太
陽
会
会
長

理　

事	

中　

島　

育　

子

	
永
寿
会
会
長

理　

事	

中　

島　

し
づ
ゑ

	

五
楽
会
会
長

理　

事	

秋　

葉　

髙　

廣

	

池
袋
本
町
一
丁
目
福
寿
会
会
長

理　

事	

森　
　
　

淑　

夫

	

池
袋
本
町
幸
楽
会
会
長

理　

事	

小　

川　
　
　

清

	

松
竹
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

深　

野　

四　

郎

	

池
袋
朗
高
齢
会
会
長

理　

事	

村　

上　

宇　

一

	

池
袋
宮
元
互
楽
会
会
長

理　

事	

荻　

野　

悦　

子

	

健
康
百
寿
会
会
長

理　

事	

吉　

村　

慎
一
郎

	

池
袋
本
町
二
丁
目
寿
会
会
長

理　

事	

加　

藤　

壽　

男

	

池
袋
サ
ン
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

三　

富　

一　

雄

	

池
袋
本
町
や
す
ら
ぎ
会
会
長

理　

事	

櫻　

木　

美
佐
子

	

高
三
長
寿
会
会
長

理　

事	

此　

島　

澄　

子

	

百
代
会
会
長

理　

事	
	

巽　
　
　

俊　

行

	

千
川
二
丁
目
百
々
代
会
会
長

理　

事	

沖　

松　

良　

子

	

愛
要
会
会
長

理　

事	

小　

田　

明　

雄

	

高
一
さ
く
ら
会
会
長

理　

事	

八　

木　

福　

雄

	

長
生
会
会
長

理　

事	

横　

山　
　
　

保

	

長
三
長
寿
会
会
長

理　

事	

畠　

山　

広　

子

	

南
長
崎
三
丁
目
南
部
福
寿
会
会
長
代
理

理　

事	

高　

木　

治　

男

	

南
六
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
会
長

理　

事	

川　

上　

秀　

盛

	

大
成
寿
ク
ラ
ブ
会
長
代
理

理　

事	

遠　

藤　

秀　

信

	

百
寿
会
会
長

〈
ブ
ロ
ッ
ク
長
〉

第　

一	
杉　

山　

鈴　

谷

	

巣
鴨
朋
友
会

第　

二	

竹　

野　

康　

二

	
大
塚
延
寿
会

第　

三	

小　

泉　

良　

介
	

上
池
三
寿
会

第　

四	

飛　

田　

和　

江

	

亀
齢
会

第　

五	

井　

田　

謙　

三

	

池
袋
仲
む
つ
み
会

第　

六	

山　

田　

忠　

義

	

千
歳
会

第　

七	

別　

所　

弘　

一

	

千
早
い
こ
い
ク
ラ
ブ

第　

八	

渡　

邊　
　
　

要

	

長
崎
二
丁
目
こ
と
ぶ
き
会

〈
女
性
委
員
会
〉

委
員
長	

大　

門　

幸　

代

	

第
二
ブ
ロ
ッ
ク

副
委
員
長	

原　
　
　

ハ
ツ
エ

	

第
一
ブ
ロ
ッ
ク

相
談
役	

中　

島　

し
づ
ゑ

	

第
五
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

池　

上　

貞　

子

	

第
一
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

佐
々
木　

信　

子

	

第
二
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

沼　

尾　

尚　

子

	

第
三
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

徳　

永　

茂　

代

	

第
三
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

藪　

田　

六
ツ
江

	

第
四
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

新　

井　

志
保
子

	

第
四
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

仁　

平　

隆　

子

	

第
五
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

石　

川　

和　

代

	

第
六
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

小
野
寺　

富
美
子

	

第
六
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

沖　

松　

良　

子

	

第
七
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	

広　

瀬　
　
　

節

	

第
七
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	
阿　

部　

文　

代

	

第
八
ブ
ロ
ッ
ク

委　

員	
畠　

山　

広　

子

	
第
八
ブ
ロ
ッ
ク

〈
事
務
局
員
〉

	

鈴　

木　

敏　

夫

豊 島 区 高 連 広 報（5）令和3年2月15日 第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



区
高
連　

指
導
者
研
修
会

豊
島
区	

保
健
福
祉
部	

　
　

総
合
高
齢
社
会
対
策
推
進
室
長

	
直
江　

太

　

昨
秋
の
指
導
者
研
修
会
は
９
月
10

日（
木
）、
と
し
ま
セ
ン
タ
ー
ス
ク
エ
ア

に
85
名
の
会
員
を
集
め
て
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、例
年
の
半
分
以
下
に
参
加
人
数
を

制
限
し
て
の
開
催
で
す
。

　

表
題
の「
総
合
高
齢
社
会
対
策
」に

つ
い
て
は
本
誌
前
号
に
３
ペ
ー
ジ
に

わ
た
っ
て
直
江
室
長
に
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
回
は
誌
面
で
は

お
伝
え
で
き
な
か
っ
た「
区
内
高
齢
者

の
現
状
や
将
来
予
測
」な
ど
に
つ
い
て

も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

▼
豊
島
区
の
現
状

　

本
区
は
人
口
密
度
日
本
一
の
高
密

都
市
で
あ
り
、単
身
高
齢
者
の
割
合
も

日
本
一
、
公
園
面
積
は
23
区
で
最
小
、

住
民
の
約
１
割
が
外
国
籍
な
ど
多
く

豊
島
区
の

総
合
高
齢
社
会
対
策
に
つ
い
て

の
都
市
課
題

を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

か
つ
て
の
消

滅
可
能
性
都
市
ど
こ
ろ
か
、今
は
人
口

増
加
中
で
29
万
人
を
越
え
ま
し
た
が
、

逆
に
世
帯
当
り
人
口
は
減
る
一
方
で

現
在
は
１
・６
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
代
別
人
口
は
高
齢
者
の
増
加
が

目
立
ち
ま
す
。
年
々
14
歳
以
下
人
口

が
減
る
の
に
対
し
て
、65
歳
以
上
は
増

加
の
一
途
を
辿
り
、
区
民
の
２
割
が
65

歳
以
上
、そ
し
て
１
割
が
75
歳
以
上
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

	

（
下
表
参
照
）

▼
高
齢
社
会
の
課
題

豊
島
区
は
高
齢
者
全
体
の
４
割
が
、

一
人
暮
ら
し
世
帯
で
あ
り
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
に
占
め
る
一
人
暮
ら
し

の
割
合
は
日
本
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
は
「
社
会
的
な
孤
立
」

を
生
み
や
す
く
リ
ス
ク
が
多
く
な
り

ま
す
が
、
そ
の
対
応
策
は
生
活
面
や

医
療
面
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
個
々

に
事
情
も
異
な
っ
て
大
変
困
難
な
状

況
で
す
。

　

区
は
総
力
を
あ
げ
て
対
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
が
、
同
時
に
、
高
齢
者

ご
自
身
の
心
身
の
健
康
維
持
努
力
が

直江氏直江氏

大
変
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

○
最
も
効
果
が
あ
る
の
は
外
出
で
す
。

★
毎
日
１
回
以
上
外
出
し
ま
し
ょ
う
！

75 歳以上
1 位 豊島区 37.0%
2 位 渋谷区 35.4%
3 位 杉並区 35.3%
4 位 新宿区 35.2%
5 位 千代田区 35.2%

23 区平均 29.3%
全国平均 19.8%

65 歳以上
1 位 渋谷区 34.7%
2 位 豊島区 33.8%
3 位 新宿区 33.4%
4 位 杉並区 32.8%
5 位 中野区 32.4%

23 区平均 27.0%
全国平均 17.7%

高齢者人口に占める一人暮らしの割合　全国区市ランキング

高齢化率
1 位 北区 25.5%
2 位 足立区 24.6%
3 位 葛飾区 24.6%
4 位 台東区 23.5%

17 位 豊島区 19.7%
23 区平均 21.5%
全国平均 26.3%

高齢化率（65 歳以上）23 区ランキング

豊 島 区 高 連 広 報 令和3年2月15日（6）第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



毎
日
外
出
す
る

人
に
比
べ
、
数
日

お
き
に
し
か
外
出

し
な
い
人
の
「
歩

行
障
害
や
認
知

機
能
障
害
の
リ
ス

ク
」
は
３
倍
４
倍

に
な
る
と
い
う
統

計
が
あ
り
ま
す
。

豊
島
区
で
は
毎
年
「
孤
立
死
」
さ

れ
る
方
が
３
０
０
人
近
く
お
ら
れ
ま

す
が
、
外
出
し
な
い
と
そ
の
よ
う
な

可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

▼
「
３
本
柱
の
総
合
対
策
」

目
指
す
は
「
誰
も
孤
立
さ
せ
な
い
、

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力

で
無
事
に
３
日
間
の
作
品
展
を
実
施

で
き
ま
し
た
。
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
の
来
観

者
減
少
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
が
い
き
い
き
と
、
健
康
で
安

心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
で
す
。

そ
の
た
め
つ
ぎ
の
３
目
標
と
、
各

10
項
目
の
具
体
策
を
立
て
て
い
ま
す
。

○
社
会
的
孤
立
を
ゼ
ロ
に

　
　

外
出
や
社
会
参
加
の
促
進
に
重

点
を
お
き
、
文
化
を
活
か
し
た
外

出
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
し

ま
す
。

○
１
０
０
歳
ま
で
健
康
に

　
　

予
防
に
重
点
を
お
き
、
身
近
な

地
域
で
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

○
一
人
暮
ら
し
で
も
安
心
に

　
　

日
常
生
活
の
安
心
に
加
え
、
い

ざ
と
い
う
時
の
安
心
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

▼
さ
ら
に
「
フ
レ
イ
ル
対
策
」
や
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
策
も
強
く
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

目
指
す
は･･･

「
日
本
一
高
齢
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
へ
！
」

こ
の
総
合
高
齢
社
会
対
策
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
実
現

に
は
当
事
者
と
し
て
の
高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

ぜ
ひ
こ
の
施
策
に
強
い
ご
関
心
と
、

直
接
の
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

初
日
・
11
月
30
日
（
月
）
午
後
１

時
半
、
保
健
福
祉
部
長
田
中
真
理
子

様
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
長

米
倉
義
明
様
、
高
齢
者
福
祉
課
長

猪
飼
敏
夫
様
を
は
じ
め
関
係
職
員
の

方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
、
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
で
作
品
展
を
開
幕
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
ク
ラ
ブ
数
は
29
ク
ラ

ブ
、
出
品
者
数
は
92
名
、
出
品
点
数

は
１
５
２
点
で
、
昨
年
度
よ
り
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。（
昨
年
度
は
34

ク
ラ
ブ
、
１
２
３
名
、
２
３
４
点
）

会
員
の
皆
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
で
外

出
や
サ
ー
ク
ル
活
動
が
ま
ま
な
ら
ず
、

作
品
作
り
が
減
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

出
品
作
品
全
体
か
ら
感
じ
ら
れ
る
こ

と
は
、
例
年
通
り
作
者
の
皆
さ
ん
が

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿
勢
が

見
て
取
れ
る
こ
と
で
す
。

２
日
目
・
午
前
10
時
よ
り
、
高
野

豊
島
区
長
が
来
場
参
観
さ
れ
、
同
時

に
「
区
長
賞
」
の
選
考
も
お
願
い
し

ま
し
た
。

●⬇ 

次
頁
に
つ
づ
く

秀
作
・
力
作
が
１
５
２
点

令
和
2
年
度

第
39
回 

区
高
連
作
品
展

豊 島 区 高 連 広 報（7）令和3年2月15日 第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



◆
区
長
賞
は
次
の
３
点
と
な
り
ま

し
た
。

◎
禄
寿
会･

高
橋
久
恵
様

「
額
入
り
・
布
の
花
」

◎
高
南
ク
ラ
ブ
会
員
12
名
の
共
作

折
り
紙
の
共
同
作
品
（
１
６
０
匹
）

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
・
ペ
ン
ギ
ン
」

◎
シ
ス
ナ
ブ
健
康
文
化
ク
ラ
ブ

野
木
美
重
子
様
「
切
り
絵
」

３
日
目
・
午
後
２
時
ま
で
で
展
示

を
終
了
、
来
観
者
に
よ
る
「
お
好
み

作
品
投
票
」
は
、
今
回
は
68
％
の
方

が
投
票
さ
れ
た
結
果
、
上
位
10
名
の

出
品
者
に
奨
励
賞
と
記
念
品
を
お
贈

　今年の作品展は感染拡大防止に努めながら
も、元気に開催。区内から集まった作品の数々
が、来場者の目を楽しませました。

区 長 賞 受 賞 作 品

髙橋　久恵
「額入り・布の花」

高南クラブ 会員 12 名の共作
折り紙の共同作品（160 匹）

「Go To サンシャイン・ペンギン」

野木美恵子
「切り絵」

り
し
て
閉
幕
し
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
、
来
観

者
の
皆
様
、
作
品
展
の
開
催
に
ご
尽

力
さ
れ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

	

（
竹
野
保
健
文
化
部
長
）

趣味の作品の数々趣味の作品の数々
 元気に大集合 元気に大集合

豊 島 区 高 連 広 報 令和3年2月15日（8）第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



手づくり教室も開催手づくり教室も開催
マスクカバーをつくって好評でしたマスクカバーをつくって好評でした

今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
回
も
ぜ
ひ

次
回
も
ぜ
ひ

ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

広報部コーナーでは他区の連合会の広報誌を提示広報部コーナーでは他区の連合会の広報誌を提示

手づくりのおしゃれな服の数々手づくりのおしゃれな服の数々
コロナ禍でも元気につくりました！コロナ禍でも元気につくりました！

絵画、彫刻などもズラリ絵画、彫刻などもズラリ

ユニークな作品がズラリユニークな作品がズラリ

作品について語り合う作品について語り合う

豊 島 区 高 連 広 報（9）令和3年2月15日 第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



健
康
教
室

第
34
回

区
高
連　

ペ
タ
ン
ク
大
会

10
月
14
日
（
水
）
コ
ロ
ナ
禍
が
収

ま
ら
ぬ
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
区
高
連

と
し
て
の
野
外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
再

開
、
例
年
通
り
西
池
袋
公
園
で
第
34

回
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
久
し
振
り
の
屋
外
で
の

大
会
と
あ
っ
て
、
マ
ス
ク
越
し
に
笑

顔
で
話
し
あ
い
な
が
ら
ペ
タ
ン
ク
を

楽
し
み
ま
し
た
。
区
内
か
ら
８
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

造
館
ホ
ー
ル
に
変
え
、
さ
ら
に
全
体

を
前
後
２
組
に
分
け
て
開
催
し
ま
し

た
。今

回
も
講
師
は
木
津
美
佳
先
生
、

も
う
す
っ
か
り
皆
さ
ん
お
馴
染
み
で
、

音
楽
と
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
気
持
ち
よ

く
運
動
し
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
で
き
る
や
さ
し
く
軽

い
健
康
体
操
で
す
。
次
回
は
大
勢
ご

参
加
く
だ
さ
い
と
言
え
る
と
い
い
の

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
規
制
が
解
け
る
ま

で
は
ご
辛
抱
下
さ
い
。

	

（
２
回
合
計
58
名
参
加
）

９
月
25
日
（
金
）
13
時
半
と
15
時

千
早
地
域
文
化
創
造
館
多
目
的

ホ
ー
ル

６
月
の
教
室
は
中
止
に
な
っ
た
の

で
、
今
回
が
本
年
度
最
初
の
健
康
教

室
で
す
。
過
密
を
避
け
る
た
め
会
場

を
イ
ケ
ビ
ズ
体
育
館
か
ら
千
早
創

人
数
制
限
で

2
回
に
分
け
開
催
！

秋
空
の
下
８
チ
ー
ム
が

優
勝
を
争
う
！

▽
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
△

優　

勝　

南
長
崎
四
丁
目
福
寿
会（
Ａ
）

準
優
勝　

長
崎
二
丁
目
こ
と
ぶ
き
会

第
３
位　

池
袋
仲
む
つ
み
会（
Ａ
）

◆
ペ
タ
ン
ク
は
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ

の
お
洒
落
で
ノ
ン
ビ
リ
し
た
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、
激
し

い
動
き
が
な
い
の
で
ど
な
た
に
も
で

き
ま
す
。

経
験
を
重
ね
れ
ば
、
高
度
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
戦
術
を
駆
使
し
て
一
発
逆

転
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る

競
技
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
同
様
屋
外
コ
ー
ト
を
確
保

す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ト
を
確
保
し
て
、
愛
好
者
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。	

	

（
西
村
体
育
担
当
副
会
長
）

優勝チームの皆さん

豊 島 区 高 連 広 報 令和3年2月15日（10）第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



「
健
康
づ
く
り
大
学
」
へ

第
32
回

区
高
連　

輪
投
げ
大
会

区
高
連
・
今
年
度
は
３
名
受
講
！

３
ｍ
式
競
技
を
初
め
て
開
催
！

　

11
月
16
日（
月
）　

豊
島
体
育
館

　

昨
秋
11
月
は
秋
晴
れ
の
好
天
が
続

き
ま
し
た
が
、こ
の
日
も
快
晴
の
中
を

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
選
抜
チ
ー
ム
が

豊
島
体
育
館
に
集
合
し
ま
し
た（
た
だ

染
井
さ
く
ら
会（
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
）は

往
路
途
上
で
不
調
者
が
出
た
た
め
、開

会
直
前
に
棄
権
さ
れ
た
の
は
残
念
な

こ
と
で
し
た
）。

　

定
刻
14
時「
開
会
式
」を
開
催
。
外

山
会
長
の
あ
い
さ
つ
、区
高
齢
者
福
祉

課
・
小
嶋
係
長
の
祝
辞
に
続
い
て
、
井

田
体
育
部
長
よ
り
今
回
初
め
て
実
施

す
る「
３
ｍ
式
輪
投
げ
競
技
」の
要
点

と
し
て
、

○
試
合
は
今
回
は
３
ゲ
ー
ム
の
合
計
点
。

○
一
期
の
原
則（
ビ
ン
ゴ
）を
達
成
し

た
時
は
15
点
を
加
算
す
る
…
…
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
ま
た
試
合
に
先
立
ち
次
の
よ
う
な

コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
、全
員
マ
ス
ク
着
用
と
手
指
消
毒

２
、入
館
時
の
体
温
測
定

３
、座
席
間
隔
１
・５
ｍ
の
確
保

４
、１
ゲ
ー
ム
ご
と
に
10
分
間
換
気

５
、１
ゲ
ー
ム
ご
と
に
用
具
の
消
毒

◆
成
績
は
ビ
ン
ゴ
の
達
成
次
第
！

３
ｍ
式
輪
投
げ
の
面
白
さ
は
、
ビ
ン
ゴ

が
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
で
点
数
が

大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、距
離
は
短
い
け
れ
ど
精
度

の
高
い
投
輪
が
求
め
ら
れ
、や
は
り
日

頃
か
ら
練
習
を
積
ま
れ
て
い
る
チ
ー

ム
が
着
実
に
好
成
績
を
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

優　

勝　

南
長
崎
四
丁
目
福
寿
会

 

４
３
２
点（
３
大
会
連
続
優
勝
）

準
優
勝　

百
寿
会 

４
２
６
点

第
３
位　

上
池
三
寿
会 

４
０
０
点

飛
び
賞

11　

位　

折
戸
千
春
会 

２
４
２
点

Ｂ
Ｂ
賞　

と
し
ま
っ
く
す
Ｂ 

２
３
７
点

　

〃　
　

高
三
長
寿
会
Ａ 

２
３
７
点

※
な
お
次
回（
本
年
４
月
予
定
）は	

５
ｍ
式
で
行
い
、秋
は
ま
た
３
ｍ
式
で
す
。

　

今
年
度
の
東
老
連「
健
康
づ
く
り

大
学
」に
は
、つ
ぎ
の
３
氏
が
入
学
さ

れ
、
全
課
程
を
修
了
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。

○
小
松　

傳
一
氏

○
吉
田　

英
昭
氏

○
大
門　

幸
代
氏

【
参
加
の
感
想
】　

　
「
健
康
づ
く
り
大
学
」は
高
齢
者
ク

（
睦
福
寿
ク
ラ
ブ
）

（
末　

広　

会
）

（
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
）

間隔を広く開けて間隔を広く開けて
競技の会場競技の会場

優勝した優勝した
南長崎四丁目福寿会南長崎四丁目福寿会

ラ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
学
校
で
す
。

入
学
式
で
は
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
何

を
学
ぶ
の
か
と
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

で
し
た
が
、
回
を
重
ね
て
組
織
の
歴

史
や
課
題
、
活
動
方
法
な
ど
を
学
ぶ

内
に
、
他
地
区
の
状
況
や
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
も
知
り
、
他
所
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
で
は
、
同
じ
悩
み
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
元
気
に
楽
し
く
活
動
す

る
こ
と
が
一
番
で
す
ね
。

　

貴
重
な
お
話
を
伺
い
卒
業
で
き
た

こ
と
を
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

	

（
大
門　

幸
代
）

豊 島 区 高 連 広 報（11）令和3年2月15日 第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



令
和
２
年
度

区
高
連
体
力
測
定
会

11
月
26
日
（
木
）、
雑
司
が

谷
体
育
館
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
参
加
人
数
を
制
限
し
な
が
ら

「
体
力
測
定
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
事
前
申
し
込
み
に
よ
る

参
加
会
員
23
名
と
役
員
17
名
の

計
40
名
で
の
実
施
で
し
た
。

測
定
に
際
し
て
は
密
に
な
ら

な
い
よ
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
十
分
に
と
り
、
使
用

す
る
器
具
の
消
毒
な
ど
に
も
注

自
ら
の
体
力
を
知
る

意
す
る
こ
と
と
し
、
参
加
者
23

名
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
平

均
１
グ
ル
ー
プ
４
名
で
行
い
ま

し
た
。

測
定
種
目
は
①
握
力
②
長
座

体
前
屈
③
上
体
起
こ
し
④
閉
眼

片
足
立
ち
⑤
10
ｍ
障
害
物
歩
行

の
５
種
目
と
し
、
今
回
は
⑥
６

分
間
歩
行
は
省
略
し
ま
し
た
。

実
施
に
当
っ
て
は
「
安
全
に

行
う
」「
決
し
て
無
理
は
し
な

い
」「
競
わ
な
い
」
の
注
意
の

あ
と
、
５
グ
ル
ー
プ
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
測
定
は
順
調
に
進

み
、
測
定
記
録
表
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
午
後
３
時
に
は
終

了
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
「
健
康

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
ポ

イ
ン
ト
対
象
な
の
で
、

今
回
も
ポ
イ
ン
ト
50
点

シ
ー
ル
を
区
職
員
が
配

布
い
た
し
ま
し
た
。
毎

回
好
評
の
行
事
で
す

が
、
人
数
を
制
限
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

残
念
で
す
。

	（
竹
野
保
健
文
化
部
長
）

障害物歩行測定障害物歩行測定

ブロック研修バス旅行会開催

▼第一ブロックでは、11月17日（火）「研修バス旅
行会」を開催。行き先は奥多摩で、バス２台に会員
58名の参加でした。秋晴れの一日、奥多摩渓谷沿
いの紅葉や、玉
堂美術館の鑑
賞など、ゆっく
りと楽しめた
研修旅行でし
た。

★ブロックだより★★ブロックだより★
「交流輪投げ大会」を分散開催！

▼第一ブロック所属の11クラブは、「旅行以外に
も参加できる行事を」と、昨秋、全クラブ参加の「交
流輪投げ大会」を、２～４クラブずつ分散して開
催しました。新しく採用された３ⅿ式（５人で３ゲ
ーム制）で行い、優勝・
悠々会、準優勝・染井さ
くら会、３位・折戸千春
会で、上位３クラブは
区大会にエントリーさ
れました。

第一ブロック（駒込巣鴨地区）

輪投げで交流輪投げで交流 GoTo で奥多摩へGoTo で奥多摩へ

豊 島 区 高 連 広 報 令和3年2月15日（12）第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



IKEBUSアト・カルツアーでIKEBUSアト・カルツアーで
� としまの魅力再発見� としまの魅力再発見!!!!

○�現状調査アンケートを実施�○○�現状調査アンケートを実施�○

自動車の安全運転支援装置の購入・設置が補助されます自動車の安全運転支援装置の購入・設置が補助されます

　昨年11月、区高連は全会員
を対象に「会員の現状調査アン
ケート」を実施しました。
　久し振りの調査で質問も多岐
にわたりましたが、回答にご協
力ありがとうございました。
　結果は現在専門業者が分析中
ですが、近日中にご報告いたし
ます。
　なお回答率は71.1％でした。

★おすすめ見学コース★★おすすめ見学コース★ 情報コーナー情報コーナー

　安全運転支援装
置（ペダル踏み間

違い等による急発進を抑制する
もの）の購入に対し、50％（上限
6万円）の補助が出ます。※補助
を受けるには一定の要件を満た
す必要があります。
「東京都高齢者安全運転支援装

◎豊島区では、本年度より高齢
者クラブの新設条件を、30名以
上から20名以上に緩和いたし
ました。これにより、区内各地域
の町会厚生部や、趣味のサーク
ルなどの皆さんの高齢者クラブ
設立が容易になりました。認可
されますと20～28名なら月間
９千円ほどの活動補助金が交付
されます。
○ぜひ、未加入の町会や該当
サークルに、ご加入をお勧めく
ださい。

QR コードQRコード

❖20名でクラブができます❖

　昨秋から区内の魅力的な観光
スポットや文化施設を、イケバ
スで見て回るツアーが始まりま
した。
▶原則毎週土・日曜日の午前は
東コース、午後は西コースを
「IKEBUSアト・カルツアー」と
して特別料金で回遊します。土
日以外にも季節ごとに特別企画
ツアーもあり、予約式の有料イ
ベントとして受付中です。
東コース  区役所→大正大鴨台観
音堂→鈴木信太郎記念館→
大塚公園前通り→イケサン

パーク→雑司ヶ谷鬼子母神
堂→区役所

西コース 	区役所→熊谷守一美術
館→トキワ荘マンガミュー
ジアム→自由学園明日館→
池袋駅西口

【参加費】
　大人� 1000円（見学料込）

　高齢者65歳以上　500円（　�〃　�）

◎詳細と申し込みはスマホかPC
でアクセスしてご覧ください。

【問い合わせ】
区文化観光課観光企画グループ
電話 03-3981-4623（直通）

置」設置補助制度に関するお問
い合わせ先
東京都　都民安全推進本部
総合推進部　交通安全課
TEL�03-5321-1111（内線：21-799）

※装置の対応車種、性能や在庫
状況等は、取扱事業者にお尋ね
ください。

豊 島 区 高 連 広 報（13）令和3年2月15日 第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



池
袋
朗
高
齢
会

�
林
　
　
義
子

近
頃
は
懐
古
ば
か
り
が
身
を
占
め
て

　

ゆ
ら
す
鞦し
ゅ
う
せ
ん韆
も
虚
し
げ
に
鳴
る

�

※
し
ゅ
う
せ
ん
→
ブ
ラ
ン
コ
の
古
語

宵
ご
と
に
ひ
と
恋
わ
し
む
る
日
の
ふ
え
て

　

彼
岸
此
岸
の
へ
だ
た
り
あ
ら
ず

広
辞
苑
日
に
幾
た
び
か
広
げ
て
は

　

あ
ぁ
そ
う
だ
っ
た
か
が
寂
し
く
増
え
る

大
塚
延
寿
会

�

北
村
富
治
郎

飲
み
屋
出
て
ひ
と
震
え
く
る
寒
の
月

手
で
開
け
る
ロ
ー
カ
ル
駅
や
枯
野
原

透
き
通
る
コ
ス
モ
ス
茜
の
陽
を
受
け
て

詩
心
を
ふ
と
目
覚
め
さ
す
晩
秋
路

熟
柿
落
ち
寂
し
き
音
や
裏
の
木
戸

新
蕎
麦
の
張
り
紙
有
り
て
寄
り
道
し

短
　
歌

俳
　
句

豊
島
区
高
連
文
壇

豊
島
区
高
連
文
壇

表紙の手描きの絵は、東京都交通局荒川電車営業所に勤務
している職員が描かれたものです。
職員ご自身も東京さくらトラム沿線のご出身で、３歳くらい

から絵を描き始め、現在も休みの日には好きな街並みを描い
たりされているとのことです。
停留場の絵を描き始めたのは２年前頃からで、３枚以外に

も東京さくらトラムの全ての停留場を描いています。
また、東京さくらトラムにおいて、電車や停留場のマナー向
上を呼びかける「マナーポスター」も制作されています。

《表紙の絵について》
本
紙
へ
の
投
稿

■
文
芸
欄

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど

 

（
な
る
べ
く
新
作
で
一
人
三
句
ま
で
）

■
読
者
欄

意
見
・
感
想
・
要
望
な
ど

▼
す
べ
て
〆
切
は
６
月
15
日
、
11
月

30
日
ま
で
。
い
ず
れ
も
所
属
ク
ラ
ブ

と
お
名
前
明
記
の
上
、
事
務
局
ま
で

ご
寄
稿
く
だ
さ
い（
誌
面
上
で
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
や
筆
名
、
雅
号
も
可
）。

※
た
だ
し
掲
載
の
可
否
は
編
集
部
に

お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。
悪
し
か
ら

ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

雑
司
ヶ
谷
お
も
と
会

�

佐
々
木
和
子

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
友
の
旅
行
で
土
産
待
つ

岩
方
　
加
代

我
家
で
は
女
房
親
分
ぼ
く
子
分

吉
田
尚
之
助

コ
ロ
ナ
無
視
酔
っ
て
大
声
会
食
し

高
松
交
友
会

�

笠
原
た
か
し

町
の
中
動
く
マ
ス
ク
の
展
示
場

マ
ス
ク
顔
知
っ
て
る
人
も
し
ら
ん
ぷ
り

巣
鴨
朋
友
会

�

中
田
　
節
子

米
寿
ま
で
ど
う
に
か
惚
け
ず
辿
り
着
き

静
か
に
ネ
孫
の
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

�

石
川
　
裕
子

ダ
イ
エ
ッ
ト
ケ
ー
キ
横
目
に
呑
む
涙

八
十
路
過
ぎ
目
方
は
増
え
て
背
は
縮
み

 

杉
山
す
ゞ
や

背
も
腰
も
伸
ば
せ
ば
伸
び
る
内
が
華

そ
れ
と
な
く
見
守
る
筈
が
見
守
ら
れ

川
　
柳

豊 島 区 高 連 広 報 令和3年2月15日（14）第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



２
月
16
日
（
火
）　　

健
康
教
室
棒
体
操

２
月
22
日
（
月
）　　

指
導
者
研
修
会

３
月
４
日
（
木
）　　

芸
能
ま
つ
り
（
中
止
）

４
月
19
日
（
月
）　　

５
ｍ
輪
投
げ
大
会 

以
降
未
定

区高連・行事予定

豊
島
区
高
連
広
報
（
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

発　

行　

人　

外　

山　

克　

己

　

電　
　
　

話　

〇
三

−

五
九
五
〇

−
二
五
一
一

　

制
作
・
印
刷　

株
式
会
社
ニ
チ
コ
ミ

　

電　
　
　

話　

〇
三

−

五
七
一
八

−

三
九
〇
〇

　

h
ttp
://w

w
w
.n
ich
icom

i.com

■
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
御
礼

　

本
紙
の
発
行
に
際
し
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協
賛
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

E-メール toshima.elder.club@sunny.ocn.ne.jp

きらぼし銀行きらぼし銀行

事
務
所
員
は
火
曜
日
、
木
曜
日
に
常
駐
し

て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
は
午
前
9
時
30
分

か
ら
午
後
4
時
で
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

春
来
、
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
、
豊
島
区
高

連
は
も
と
よ
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
コ
ロ
ナ
に

翻
弄
さ
れ
、
不
自
由
続
き
の
毎
日
で
す
ね
。

　

相
手
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、
さ
す
が
の
わ
れ
わ
れ

熟
年
た
ち
も
経
験
が
な
く
て
困
り
ま
す
。
た
だ
こ
れ

は
、世
界
中
に
同
時
多
発
の
災
厄
で
は
あ
っ
て
も
、戦

争
中
の
よ
う
に
食
糧
難
や
生
活
苦
を
伴
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
じ
っ
と
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
て

感
染
が
収
ま
る
日
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず
自
分
自
身
の
健
康
維

持
で
す
。
そ
し
て
次
に
、
近
隣
の
お
年
寄
り
や
知
人
同
士
の

「
見
守
り
と
励
ま
し
合
い
」
で
す
。
地
域
に
住
む
者
同
士
で
、

和
や
か
な
見
守
り
と
助
け
合
い
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

◆
本
誌
の
新
誌
名
は
「
い
き
い
き
豊
島
」
と
決
ま
り
、
次
号

（
1
0
1
号
）か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
も
「
人
生
を
豊
か
に
、
健
や
か
に
、
と

も
に
生
き
る
！
」
と
し
、
今
後
の
編
集
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
「
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
！
」
と
い
う
予
測
が
あ
る
と
い
い
ま
す
が
、私
た
ち
高

齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

前
向
き
に
元
気
に
、
と
も
に
生
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。

�

広
報
部
担
当
副
会
長　

別
所　

弘
一

�

広
報
部
長　

杉
山　

鈴
谷

�

広
報
部
員　

小
泉　

良
介

�

〃　
　
　

石
川　

和
代

�
〃　
　
　

原　
　

清
美

�
〃　
　
　

小
松　

傳
一

編 集 後 記
次号から

「いきいき豊島」
になります！

豊 島 区 高 連 広 報（15）令和3年2月15日 第100号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



第2の人生のスタート!!
会員募集会員募集

高齢者クラブに入会しましょう

豊島区高齢者クラブ連合会　TEL.03-5950-2511

み
な
さ
ん 高齢期を、前向きに、心豊かに暮らすために！

ともに生きがいと、健康づくりを進めるために！

昨
秋
配
ら
れ
た
私
た
ち
の
会
員
証
で

す
が
、
こ
れ
を
活
用
す
る
方
法
を
考
え

て
い
ま
し
た
ら
、
早
速
協
力
し
て
く
れ

る
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
協
賛
第
１
号
は
、
巣
鴨
地
蔵
通
り

の
「
ち
は
ら
町
並
み
美
術
館
」
で
す
。

こ
こ
は
館
長
の
千
原
昭
彦
氏
が
ご
自
身

で
書
き
た
め
た
「
日
本
全
国
の
街
道
筋

の
町
並
み
建
物
を
克
明
に
描
か
れ
た

彩
色
ペ
ン
画
」
を
展
示
さ
れ
て
い
る
、

２
０
０
３
年
設
立
の
小
さ
な
美
術
館
で

す
。

○
通
常
５
０
０
円
の
入
館
料
で
す

が
、
区
高
連
会
員
証
を
ご
提
示
で

無
料
招
待
で
す
（
豊
島
区
巣
鴨
４
︲

14
︲
10
・
月
火
休
み
・
電
話	

０
３
︲

５
３
９
４
︲
４
１
７
０
）
。

【
ご
協
賛
の
お
願
い
】

会
員
や
読
者
の
皆
様
の
中
に
、
私
た

ち
高
齢
者
の
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
ご
協
賛
く
だ
さ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
高
齢
客
へ
、
特
典
や
優
待
の
提
供
。

○
高
齢
者
に
優
し
い
休
憩
所
の
提
供
。

○
高
齢
者
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
お
店
、

来
て
も
ら
い
た
い
お
店
や
施
設
な

ど
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

協
賛
店
（
施
設
）
と
し
て
登
録
し

紹
介
す
る
計
画
で
す
。

高齢者にやさしいまちづくりプロジェクト
（この計画は正式に発足したものではありません）

仮のプロジェクトの連絡先
区高連事務局（火・木９～16時）

電話　03-5950-2511
または区高連広報部・杉山

電話　03-3918-2904

会 員 証 が

で き ま し た

豊
島
区
高
連
の

豊
島
区
高
連
の「
会
員
証
」

「
会
員
証
」にに

特
典
特
典
が
つ
い
た
ら
い
い
で
す
ね
！

が
つ
い
た
ら
い
い
で
す
ね
！

巣鴨地蔵通りへおいでの際は
ぜひお立寄りください。

https://ameblo.jp/mei03ck/ホームページ URL

ちはら町並み美術館ちはら町並み美術館

令和3年2月15日（16）豊 島 区 高 連 広 報第100号


